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音響管による多孔質吸音材の音響特性の計測方法として，2 マイクロホン法伝達関数法
(反射法)に基づく2 Cavity法と4マイクロホン伝達行列法(透過法)がある。理論上は両者
の計測結果が一致するが，反射法では材料厚さ，背後空気層条件により音響特性が発

散する問題，透過法では材料の支持条件により計測結果がばらつく問題がある。そこで

本稿では，反射法と透過法で様々な多孔質吸音材の音響特性を計測，両者の比較検討

を行った。 
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1．はじめに 

音響管計測手法として，伝達関数から垂直入射吸音

率 (吸音率) および表面インピーダンスを計測する伝
達関数法が導入され，音響材料評価のための計測効

率が向上した。この伝達関数法に基づく計測手法とし

て，2 本のマイクロホンを用いて剛壁反射条件での吸
音率を計測する反射法[1]が実用化されている。また 4 
本のマイクロホンを用いて透過条件での垂直入射透過

損失を計測する透過法[2]でも，同時に吸音率の計測が

可能である。反射法および透過法ともに，音響特性 
(特性インピーダンス，伝搬定数など) の計測が可能と
なっている。 
反射法を用いた音響特性計測法として，Utsuno ら

の 2 Cavity 法[3]が多く用いられている。しかし，2 
Cavity 法による音響特性計測では，特定の周波数に

おいて音響特性が発散することがある。吸音率を直接

計測した結果が発散することはほとんどないが，特性イ

ンピーダンス，伝搬定数などの音響特性，およびそれ

らの音響特性から算出した吸音率は，背後空気層の条

件次第で発散することが確認されている[4]。一方透過

法による測定は，サンプル形状およびサンプルリング

使用などで変化する支持条件の影響で，計測結果が

ばらつくという問題を抱えている。理論上は反射法と透

過法の測定結果は一致するはずであるが，上述のよう

な原因で，実測データに差異が発生する可能性が考

えられる。 
本報告では，反射法と透過法で様々な多孔質吸音

材の音響特性を計測し，比較検討した結果を示す。 
 
 




